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調査参加者 大学生・専門学生 226 名（男性 52 名，















(1) SOC 質問紙日本語版(SOC-29) 

















3 年」「小学 4 年～小学 6 年」「中学」「高校」「現
在の学校(大学・専門学校)」の 5 つに区分し，それぞ
れの時期に，該当する項目の体験が「あった」場合に，












































































































Figure 3  過去の学校生活体験・いじめ被害体験が現在の処理可能感に与える影響 
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備考 
 本研究および著者らには特記すべきCOIは存在しな
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